
R７年度　学校評価　自己評価

＜職員による自己評価＞ 8.3.31

評価点　１：達成出来なかった　  ２：あまり達成できなかった

　　　　３：やや達成できた　　４：達成できた

　　　　５：発展させることができた

重点目標 評価と反省

教育目標や指導計画に基づいた保育は概ね適切に実施されている。特に

安全配慮や日々の振り返りは十分に行われている。一方、環境構成（空

間や自然の活用）や季節に応じた工夫において課題が見られる。

＜改善点＞

環境構成の質の向上

自然や季節を活かした保育の充実

幼児理解や個々に応じた関わりは概ね良好であり、子どもの思いに寄り

添う姿勢が見られる。事故対応など安全面も適切に行われている。

＜改善点＞

多面的な視点での幼児理解の深化

保育の振り返りを次の実践へつなげる力の強化

守秘義務や基本的な職務遂行は努力が認められる。チームとしての連携

も概ね良好であるが、意見交換や組織内での課題共有に改善の余地があ

る。

＜改善点＞

組織内コミュニケーションの活性化

専門性向上への継続的な取り組み

人権への配慮は全体として高く、否定的・強制的な関わりを避ける意識

が定着している。家庭環境への配慮も適切に行われている。

＜改善点＞

子どもの自尊心をさらに高める言葉かけの充実

保護者対応
保護者との連携は良好であり、相談対応や情報共有も適切に行われてい

る。組織的な対応体制も整っている。 3.7

地域との交流は一定程度行われているが、小学校との連携や地域活動へ

の関心はやや低い傾向にある。

＜改善点＞

小学校との接続（連携強化）

地域資源の積極的活用

子どもの人権尊重

地域・社会との関わり
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保育の計画性

保育のあり方・幼児への対応

保育者としての資質


